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<1>技術分類       <2>業績         <3>職業 
<4>受賞年度       <5>受賞年令      <6>在住地 
<7>産官学         <8>先端技術 
<9>開発・育成       <10>単独・共同研究 



























































産業技術の向上及び国際収支の改善を目的として、昭和 33 年 5 月「航空機工業振興法」が制定され
た。輸送機の国産化に当たっては、昭和 32年 5月に設立された「輸送機設計研究協会」によって中型
輸送機 YS-11 国産化の基本構想が固められていたが、このような大プロジェクトの実現には政府の協





中型輸送機 YS-11 は、<1>経済性が優れている <2>離着陸性能が優れ、旅客搭載量が大きい 
<3>安全性、耐久性優れている <4>乗心地が快適である の 4 つの特徴を有するローカル線向きの
航空機である。当時のローカル線用の航空機としては、ダグラス DC-3 型機、DC-4 型機等が就航して
いたが、既に生産は停止されており、これらに代替する機種として YS-11は登場した。YS-11の開発製




















れるに至り、再び超高速列車の必要性が叫ばれるようになった。昭和 32 年 8 月に日本国有鉄道幹線



























































(5) 単電子銃 3 ビーム方式広角度カラー受像管の開発（昭和 43年） 
 
（開発の背景） 































































































































































































































1960年代の受賞件数は 193 件である。これを、技術分野別に見ると、『機械』が 59件（全体の 30.6%）
と最も多く、次いで、『化学』の 47 件（同 24.4%）、『電気』の 36 件（同 18.7%）、『その他』の 30 件（同
15.5%）、『金属』の 21件（同 10.8%）の順となっている（図-3）。 
技術分野の細分類である技術分類で見ると、「精密機械」が 17件（全体の 8.8%）と最も多く、次いで、
「有機化学」の 16 件（同 8.3%）、「輸送用機械」の 13 件（同 6.7%）、「鉄鋼」の 11 件（同 5.7%）、「医薬
品」の 11件（同 5.7%）の順となっている（図-4）。先端科学技術は 26件である。これを分野別に見ると、
「医薬品」が 10件（先端科学技術の 38.5%）と最も多く、次いで、「電子計算機」の 5件（同 19.2%）、「原
































1970年代の受賞技術の数量的な傾向を見ると、受賞件数は 154件と 1960年代の 193件に比べて、
20.2％減少している。次に、受賞技術 154 件を技術分野別に見ると、『機械』が 42 件（全体の 27.3％）
と最も多く、次いで、『電気』の 39 件（同 25.3％）、『化学』の 32 件（同 20.8%）、『その他』の 22 件（同
14.3%）、『金属』の 19件（同 12.3%）の順となっている（図-6）。 
技術分類別では、「電子・通信部品」の 14 件（同全体の 9.1％）が最も多く、次いで、「有機化学」の
12件（同 7.8％）、「化学機械装置」の 11件（同 7.1％）、「鉄鋼」の 10件（同 6.5％）、「建設業」の 10件
（同 6.5％）の順となっている（図-7）。先端科学技術は 17件と 1960年代の 26件に比べて、34.6％減少
している。先端科学技術を分野別に見ると、「電子計算機」の 5 件（先端科学技術の 29.4％）、「半導
体」の 5件（同 29.4％）が最も多く、次いで、「医薬品」の 2件（同 11.8％）、「バイオテクノロジー」の 2件





























1980年代の受賞技術の数量的な傾向を見ると、受賞件数は 290件と 1970年代の 154件に比べて、
88.3％の増加となっている。受賞技術 290 件を技術分野別に見ると、『機械』が 86 件（全体の 29.7％）
と最も多く、次いで、『電気』の 77 件（同 26.5％）、『その他』の 49 件（同 16.5％）、『化学』の 47 件（同
16.2％）、『金属』の 31件（同 10.7％）の順となっている（図-9）。 
技術分類別に見ると、「輸送用機械」が 24件（同 8.3％）と最も多く、次いで、「精密機械」の 21件（同
7.2％）、「電子・通信用部品」の 21件（同 7.2％）、「有機化学」の 19件（同 6.6％）、「鉄鋼」の 17件（同
5.9％）、「窯業」の 17件（同 5.9％）の順となっている（図-10）。先端科学技術は 83件と 1970年代の 17
件に比べて、388.2％の大幅な増加となっている。先端科学技術を分野別に見ると、「電子計算機」が
15件（先端科学技術の 18.1％）と最も多く、次いで、「半導体」の 12件（同 14.5％）、「医薬品」の 11件
（同 13.3％）、「ファインセラミック」の 11件（同 13.3％）、「バイオテクノロジー」の 8件（同 9.6％）、「原子
力」の 8件（同 9.6％）の順となっている（図-11）。 
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1980 年代は、技術分野・技術分類のいずれの面から見ても、『化学』関係の科学技術が退潮傾向を見


























最後に 1960 年代（1959 年を含む）から 1980 年代に至る過去 31 年間を通してみたときの受賞技術
の数量的な傾向を見てみよう（表-3、表-4 参照）。過去 31 年間の受賞件数は 637 件で、この間の件数
の推移をみると、昭和 30 年代は増加基調にあったが、昭和 39 年度の 25 件をピークに急激に件数が
減少し、以後、停滞を続け、昭和 50 年代の半ばから大幅な増加に転じている（図-14）。一方、受賞件
数 637件を技術分野別にみると、『機械』が 187件（全体の 29.4％）と最も多く、以下、『電気』152件（同
23.9％）、『化学』126件（同 19.8％）、『その他』101件（同 15.8％）、『金属』71件（同 11.1％）の順となっ
ている（図-15）。また、受賞件数 637 件を技術分野の再分類である技術分類別でみると、「有機化学」
が 47 件（全体の 7.4％）、「輸送用機械」45 件（同 7.0％）、「精密機械」45 件（同 7.0％）、「鉄鋼」38 件
（同 6.0％）、「電子・通信用部品」38 件（同 6.0％）、「有線無線通信機械」31 件（同 4.9％）、「窯業」27
件（同 4.2％）の順となっている（図-16）。 
さらに、この間の先端科学技術件数をみると、実件数は 121 件であり、全件数 637 件の 19.0％を占
めている。このうち、5 件が 2 分野に重複しているので、重複分を加えた件数は 126 件である。先端科
学技術 126 件の内訳をみると、「電子計算機」が 25 件（19.8％）と最も多く、次いで、「医薬品」の 23 件














1959 ・ 世界初の全トランジスタ式イメージオル ・ 米国でコンパクトカー発表
シコンカメラの試作 ・ ルナ3号（ソ連）、月の裏側写真の撮影
・ 流体式自動変速機を乗用車に採用 に成功
・ 連続製銅法の研究開始 ・ フィスター（米）、サーメットの開発
・ 国産イエローケーキの製造に成功 ・ バンアレン帯の発見
・ 数値制御フライス盤を完成 ・ 原子力商船「サバンナ号」の進水
・ ポパー（英）、「科学的発見の論理」を発表
1960 ・ カラーテレビの放送開始 ・ 米国、レーザー発振に成功
○座席予約用電子計算装置(MARS）の完成 ・ ALGOL、COBOLの制定




1961 ・ 東京国際空港の計器着陸システムの使用 ・ ソ連、初の宇宙飛行に成功
開始 ・ サイリスタの発明
・ 電動式ズーム8mmカメラの発表 ・ 蛋白質の合成に成功




1962 ・ パラキシレン製造法の工業化 ・ 米国、通信衛星「テルスター」による宇宙
・ 酸素転炉排ガス回収システム(OG法）の 中継に成功
開発 ・ 米国、半導体ICの生産開始
・ 国産初の電子複写機を完成 ・ エクルズ（豪）、脊髄におけるシナプスの
・ 国産初の大型電子計算機NEAC2206を 統合機構の解明
発表 ・ ガーナのテマ人工港の建設










1963 ◇通信衛星リレー1号で日米間テレビ中継 ・ 米ソ間にホットライン開通
に成功 ・ 米国、Ti-Ni合金の形状記憶現象を発見






1964 ○超高速鉄道技術（新幹線）の開発 ・ LNG船の就航
・ 世界初のトランジスタ電卓の開発 ・ 電子計算機が第3世代に突入
・ 日米間第１太平洋横断ケーブルの敷設 ・ 米国でIBM-システム360（LSI使用)の開発
・ L-グルタミン産ナトリウム合成法の ・ 国際商業衛星通信機構（インテルサット）
工業化 の誕生













1966 ・ サニー、カローラの発売により大衆乗用車 ・ ソ連、最初の無人月面着陸に成功
時代到来 ・ クーイ（蘭）、LOCOS技術の開発



























1969 ・ 電子ウォッチの開発及び市販 ・ 米国アポロ11号、人類初の月面着陸
・ 遠心分離法によるウラン濃縮実験の成功 ・ 仏、超音速旅客機「コンコルド」の初飛行





1970 ◇ イオン注入法による半導体素子の開発 ・ マスキー法の成立
・ クリーンヒーターの開発及び市販 ・ 中国、人工衛星「東方紅」の打上げ












1971 ○炭素繊維製造法の開発 ・ 米国、最初のマイクロコンピュータを発表
・ 高性能二酸化マンガン乾電池の工業化 ・ 米国の学者がブラックホール説を発表




1972 ・ 複合渦流調速燃焼(CVCC）方式による ・ 米国でテクノロジー・アセスメント法が成立
エンジンの開発 ・ 米国のアポロ計画が終了
・ 新交通システムの開発及び実験線の建設 ・ ボイヤー（米）、制限酵素の発見と遺伝子
・ 冷延鋼板の連続燃焼の実現 操作の開始
・ 大分製鉄所で世界初の全連続鋳造方式の ・ ストックホルムで国連人間環境会議を開催
採用 ・ 米国IBM、フロッピーディスク発表
1973 ・ 48万トンタンカーの建造 ・ 米国、アモルファス金属の工業化に成功





1974 ・ 超高性能電子計算機Mシリーズの開発 ・ 米国原子力委員会「ラスムッセン報告書」
・ 連続製銅法の開発 を公表












1975 ・ サチコンカメラの開発及び市販 ・ ソ連、世界最大の核融合実験装置の運転
・ ダイシングソーの開発及び市販 開始
◇β方式家庭用VTRの開発 ・ 米国、火星探査機「バイキング」の打上げ
・ 電解二量体化法によるアジポニトリルの ・ アシロマ会議（組替えDNA実験の進め方
製造法の開発 について議論）
1976 ・ 5,000ｍ3級の大型高炉の建造 ・ 仏、世界最大のタンカー（55万トン）を建造












1978 ◇ LSI全面実装超大型汎用電算機システム ・ ソ連の原子炉衛星カナダへ落下
（M-200）の開発及び市販 ・ 遺伝子組替えによるインシュリンの合成


















1979 ◇液晶電卓の開発 ・ 米国TMI原子力発電所で冷却水漏洩事故
・ 国産初の濃縮ウラン生産開始 発生
◇垂直磁気記録方式の研究開発 ・ RNAの合成に成功
・ ミニコン、パソコンの発表 ・ 米国スカイラブ落下
・ マイクロコンピュータによるエンジン集中 ・ 韓国初の原子力発電所完成
電子制御システムの開発 ・ マカレア（米）、バイオチップ“Molton”の
概念発表
1980 ◇固体カラーテレビカメラの開発 ・ 米国、大腸菌によるインタフェロンの生産
・ 高電子移動度トランジスタ（HEMT）の開発 に成功
・ アモルファス太陽電池の実用化 ・ 米国最高裁、遺伝子工学で生成した菌に
・ ロボットによる加工・組立無人向上の出現 特許権付与の判決
・ 日中共同の石油開発開始 ・ 米国、電気消去型プログラマメモリの発表
1981 ◇深海潜水調査船「しんかい2000」の開発 ・ 米国スペースシャトル「コロンビア」の
・ 光学式ビデオディスクの販売開始 打上げ成功
・ ファクシミリ通信網の運用開始 ・ 仏、TGVが開通
・ 超高温・超高圧石炭火力の実用化 ・ 米国で32ビットマイクロプロセッサの
発表
・ 瑞でネズミのクローニングに成功
1982 ◇核磁気共鳴・コンピュータ断層撮影装置 ・ ソ連、金星表面のカラー撮影に成功
（NMR-CT）の開発 ・ 米国で遺伝子操作によるスーパーマウス
・ コンパクトディスクの開発及び市販 が誕生
・ 磁気カード式公衆電話の設置 ・ 遺伝子組替えによるインシュリンを英米で
・ 光ファイバーケーブルによる全国縦貫 販売許可
ルート完成
1983 ・ カード電卓の開発及び市販 ・ 米国、世界最大の太陽光発電所を建設






















1985 ◇ ヒトβ型インターフェロンの量産化技術の ・ 仏、高速増殖炉実験炉「スーパー
開発 フェニックス」の臨界達成
・ 文字多重放送の開始 ・ 米国で世界最大のレーザー発生装置が
・ STOL実験「飛鳥」の初飛行 完成
・ ガリウムひ素結晶の開発 ・ 米国NIH、遺伝子治療を遺伝病に限定
・ 異種間パソコン通信に成功 することを決定
・ 植物新品種に特許第1号 ・ 米国、遺伝子組替えによるB型肝炎予防
・ 日本人宇宙飛行士の決定 ワクチンの臨床試験結果を発表
・ オートフォーカス一眼レフカメラシステム ・ 米国が遺伝子組替えによるヒト成長ホル
（α7000）の開発 モンの市販許可











1987 ・ 我が国初のファジー電算機の発売 ・ ソ連、宇宙滞在の新記録達成













1988 ・ 瀬戸大橋の開通 ・ 米国、録音・消去が可能なCDを開発
・ 世界最高速のスーパーコンピュータの ・ 西独、鉄道の世界最高速度を達成
発売 ・ ソ連、ソ連版スペースシャトルの打上げ
・ トロン演算素子の開発 ・ オゾン層保護の条約発効
・ コンピュータウィルスの侵入騒動 ・ ソ連、水素燃料飛行機実験開始
・ 世界初の並列推論コンピュータの開発 ・ 米国でタリウム系超電導物質を発見
・ 凍結受精卵の臨床応用の許可 ・ 知的所有権をめぐる日米間の摩擦激化
・ 常温核融合の実験成功の発表と真偽を
めぐる論議の活発化
1989 ・ 理工系学生の製造業離れ ・ 米国で二重螺旋構造のDNAの直接撮影
・ 常温核融合の追試相次ぐ に成功
・ 気象衛星「ひまわり4号」打上げ成功 ・ 「ボイジャー」、海王星に接近




科学技術功労者表彰制度が創設された昭和 34 年度から平成元年度に至るまでの 31 年間の受賞
者数は 911 人、受賞件数は 654 件である。このうち、科学技術の普及啓発・発明奨励・振興施策の推
進に貢献した受賞者が 18人、受賞件数は 17件である。したがって、優れた科学技術の研究開発に携






受賞技術 1 件に対し、受賞者が 1 名の場合を単独研究、受賞者が複数の場合を共同研究と規定し、、
その動向を探ってみた。さらに、共同研究を（イ）自組織内の他部門との共同研究、（ロ）他組織との共同研
究の 2つに分類して考えた。 
受賞件数 637 件を研究形態別にみると、単独研究が 506 件（全体の 79.4％）、共同研究が 131 件（同
20.6％）である。共同研究 131 件のうち、（イ）自組織内の他部門との共同研究が 68 件（共同研究の
51.9％）、（ロ）他組織との共同研究が 63 件（同 48.1％）となっている（図-19）。次に、単独研究と共同研究
の推移をみると、単独研究が昭和 40 年代をボトムに、その後著しい増加を示しているのに対して、共同研










門（官）に属する受賞者は 160 名（同 17.9％）、大学部門（学）に属する受賞者は 44 名（同 4.9％）となって
いる（図-21）。「産」689名の内訳は民間企業が 668名（97.0％）、財団法人が 17名（2.5％）、社団法人が 3
名（0.4％）、自営が 1名（0.1％）となっている。 
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「官」160 名の内訳をみると、中央省庁及び地方自治体が 60 名（37.5％）、公社が 53 名（33.1％）、特殊法
人が 47 名（29.4％）となっている。「学」44 名の内訳は、国公立大学が 34 名（77.3％）、私立大学が 10 名




受賞者 893名を受賞年令別にみると、受賞時の年令が 50代であった受賞者が 376名（全体の 42.1％）、
40 代の受賞者が 296 名（同 33.1％）、60 代の受賞者ｶﾞ 131 名（同 14.7％）、30 代の受賞者が 72 名（同
8.1％）の順となっている（図-23）。 
受賞者 893名のうち、開発者 724名の受賞年令別の内訳をみると、50代の受賞者が 289名（開発者の
39.9％）、40 代の受賞者が 281 名（同 38.8％）、30 代の受賞者が 70 名（同 9.7％）、60 代の受賞者が 70
名（同 9.7％）の順となっている（図-24）。 
また、育成者 169名の受賞年令別内訳をみると、50代の受賞者が 88名（育成者の 52.1％）、60代の受
賞者が 60名（同 35.5％）、40代の受賞者が 15名（同 8.9％）の順となっている（図-25）。 
次に、開発者 724 名の技術分野別の受賞平均年令をみてみると、「金属」が 51.7 才と最も高く、「機械」





受賞者 893名を受賞時の在住地域別にみると、関東地方が 562名（全体の 62.9％）と圧倒的に多く、次
いで、近畿地方の 182名（同 20.4％）、東海地方の 54名（同６．０％）、中国地方の 28名（同 3.1％）、九州
地方の 18名（同 2.0％）、東北地方の 16名（同 1.8％）の順となっている（図-27）。 
また、受賞時の在住県別にみると、東京都が 346 名（全体の 38.7％）と最も多く、次いで、神奈川県の
131 名（同 14.7％）、大阪府の 70 名（同 7.8％）、兵庫県の 67 名（同 7.5％）、京都府の 35 名（同 3.9％）、









科学技術振興に関する基礎調査（中間報告）」の昭和 63 年 4 月 1 日現在の地域別研究本務者数と上記
の地域別受賞者数のデータを比較してみよう。研究本務者数の地域分布をみると、「関東地方」が 55.9％、






















45 年度から昭和 63 年度までの 19 年間とした。この間の開発及び育成の受賞件数は 415 件、研究費





受賞技術 415件を技術分野別にみると、「機械」が 117件（全体の 28.2％）、「電気」112件（同 27.0％）、
「化学」76件（同 18.2％）、「その他」63件（同 15.2％）、「金属」47件（同 11.4％）の順となっている（図-30）。
一方、研究費 52 兆 3,024 億円を技術分野別にみると、「電気」が 17 兆 3,392 億円（全体の 33.2％）、「機
械」14 兆 2,259 億円（同 27.2％）、「化学」11 兆 1,757 億円（同 21.4％）、「その他」6 兆 3,245 億円（同
12.1％）、「金属」3兆 2,371億円（同 6.1％）の順である（図-31）。 
研究者数 17 万 2,468 人を技術分野別にみると、「電気」が 57,039 人（全体の 33.1％）、次いで「機械」






関連をそれぞれ 2次元の図でみてみよう。受賞件数比率 A（分野別受賞件数／全受賞件数 ×100）を縦
軸に、研究費比率 B1（分野別研究費／全研究費 ×100）を横軸にとり、各技術分野の受賞件数比率Ａと
研究費比率 B1の数値をプロットしたのが図-33 である。同じく、受賞件数比率 A と研究者数比率 B2（分野










図-33 によると、受賞件数比率 A が研究費比率 B1を上回っている技術分野は「機械」、「金属」、「その
他」であり、下回っている技術分野は「電気」、「化学」となっている。図-34 によると、受賞件数比率 A が研
究者数比率 B2 を上回っている技術分野は「機械」、「金属」であり、下回っている技術分野は「電気」、「化
学」、「その他」となっている。受賞件数比率 A との対比においては、研究費比率 B1、研究者数比率 B2の








受賞件数比率 A を研究費比率 B1で除した数値を受賞指数α1、受賞件数比率 A を研究者数比率 B2
で除した数値を受賞指数α2 とし、技術分野別にみたのが図-35、図-36 である。α1、α2が 1.0 のときに、















受賞技術 415件を技術分類別にみると、「通信・電子・電気計測器」が 94件（全体の 22.7％）と最も多く、
次いで、「一般機械器具」の 60件（同 14.5％）、「無機・有機化学等」の 32件（同 7.7％）、「輸送用機械」の
30件（同 7.2％）、「精密機械」の 27件（同 6.5％）の順となっている（図-37）。 
一方、研究費 52 兆 3,024 億円を総務庁の製品分類別にみると、「通信・電子・電気計測器」が 10 兆
8,552億円（全体の 20.8％）と最も多く、次いで、「輸送用機械」の 8兆 6,317億円（同 16.5％）、「一般機械
器具」の 4 兆 4,024 億円（同 8.4％）、「家庭電気製品」の 3 兆 8,795 億円（同７．４％）、「医薬品」の 3 兆
6,412億円（同 7.0％）の順となっている（図-38）。 
研究者数17万2,468人を総務庁の「科学技術研究調査報告」の中の科学技術研究調査産業分類でみ
ると、「通信・電子・電気計測器工業」が 3万 6,225人（全体の 21.0％）と最も多く、次いで、「電気機械器具
工業」の 2万 814人（同 12.1％）、「輸送用機械工業」の 1万 5,886人（同 9.2％）、「機械工業」の 1万 3,686
人（同 7.9％）の順となっている（図-39）。 






B1 が受賞件数比率 A を上回る技術分類は、「輸送用機械」、「医薬品」、「ゴム製品」、「その他の化学製
品」、「化学繊維」、「鉱業」、「パルプ・紙・印刷」等である。また、受賞件数比率 A と研究費比率 B1の値が
接近している技術分類は、「通信・電子・電気計測器」、「その他の電気機械器具」である。図-41 によると、
受賞件数比率 A が研究者数比率 B2を上回っている技術分類は、「農林水産業」、「化学機械装置」、「鉄
鋼」、「非鉄金属」、「機械工業」、「窯業」等である。また、研究者数比率 B2が受賞件数比率 A を上回って
いる技術分類は、「電気機械器具」、「医薬品」、「食料品」、「油脂加工・石鹸等」、「鉱業」、「繊維工業」、
「パルプ・紙・印刷」等である。受賞件数比率 A と研究者数比率 B2 の値が接近している技術分類は、「無
機・有機化学等」、「通信・電子・電気計測器工業」、「その他の化学製品」等である。 
次に、受賞指数α1 を見ると、数値が高い技術分類としては、「農林水産業」の 4.7、「化学機械装置」の
4.6、「窯業」の 2.7、「精密機械」の 2.6 等があり、数値が低い技術分類としては、「家庭電気製品」、「鉱業」、
「繊維」、「パルプ・紙・印刷」、の 0、「油脂加工・石鹸等」の 0.2、「化学繊維」の 0.3、「輸送用機械」の 0.4
等があげられる。また、受賞指数α2 を見ると、数値が高い技術分類としては「農林水産業」の 7.0、「化学
機械装置」の 4.6、「鉄鋼」の 2.2等があり、数値が低い技術分類としては、「鉱業」、「繊維工業」、「パルプ・



























































(1) 科学技術庁「科学技術白書」（昭和 55年版） 
(2) 科学技術庁「外国技術導入年次報告」（昭和 60年度） 
(3) 総務庁統計局「科学技術研究調査報告」（昭和 45年度～63年度） 
(4) 科学技術庁「科学技術功労者業績概要」（昭和 34年度～平成元年度） 
(5) 科学技術庁科学技術振興局「科学技術庁における発明奨励業務の概況」 
（昭和 62年 6月） 
(6) 科学技術庁振興局「科学技術庁における顕彰制度等の手引き」 
(7) 森谷正規著「技術開発の昭和史」（昭和 61年 4月 24日発行） 
(8) 半澤朔一郎、木村繁編「昭和日本史 15－科学技術五十年－」 
（暁教育図書株式会社発行） 
(9) 筑摩書房発行「日本の技術 100年」（第 1巻～第 7巻）（1988年 11月 10日発行） 
(10) 伊藤俊太郎、坂本賢三、山田慶児、村上陽一郎編「科学技術史事典」 
（昭和 58年 3月 10日発行） 
(11) 朝日年鑑（1983年版～1989年版） 































図－ 2  技術分類別の内訳（詳細） 
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図－ 3  技術分野別内訳（1960年代） 
 
 




図－ 5  先端科学技術の内訳（1960年代） 
 
 




図－ 7  技術分類別内訳（1970年代） 
 
 





図－ 9  技術分野別内訳（1980年代） 
 
 




図－ 11  先端科学技術の内訳（1980年代） 
 
 
図－ 12  技術革新の波 
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図－ 13  年代別受賞技術の特徴 
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図－ 14  受賞件数の推移 
 
 
図－ 15  技術分野別内訳 
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図－ 16  技術分類別内訳 
 
図－ 17  先端科学技術の内訳 
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図－ 18  先端科学技術件数の推移 
 
 
図－ 19  研究の形態別内訳 
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図－ 20  研究形態の推移 
 
 
図－ 21  産官学の割合 
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図－ 22  受賞者の産官学別推移 
 
 
図－ 23  受賞年齢の内訳 
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図－ 24  開発者の受賞年齢内訳 
 
 
図－ 25  育成者の受賞年齢内訳 
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図－ 28  在住県別受賞者数 
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図－ 30  受賞技術の技術分野別内訳（昭和 45年～昭和 63年） 
 
 
図－ 31  研究費の技術分野別内訳（昭和 45年～昭和 63年） 
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図－ 33  研究費比率と受賞件数比率との関連（技術分野別） 
 
 
図－ 34  研究者数比率と受賞件数比率との関連（技術分野別） 
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図－ 35  受賞指数α1（技術分野別） 
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図－ 37  受賞技術の技術分類別内訳（昭和 45年～昭和 63年） 
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図－ 40  研究費比率と受賞件数比率との関連（技術分類別） 
 
 
図－ 41  研究者数比率と受賞件数比率との関連（技術分類別） 
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図－ 42  受賞指数α1（技術分類別） 
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図－ 43  受賞指数α2（技術分類別） 
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図－ 44  表彰技術と他の要素との関連図 
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機　　械 ボイラ・原動機 3 0 5 8
農業・建設・鉱山用機械 2 3 4 9
金属加工機械 7 7 7 21
繊維機械 3 3 3 9
特殊産業用機械 7 4 7 18
ポンプ・圧縮機・送風機 1 1 2 4
動力機械 5 1 1 7
その他の一般産業用機械 0 3 3 6
その他の機械 1 5 9 15
輸送用機械 13 8 24 45
精密機械 17 7 21 45
59 42 86 187
電　　気 発送電・配電・産業用電気機械 6 7 10 23
民生用電気機械・電球・照明器具 1 0 0 1
有線・無線・通信機械 10 8 13 31
ラジオ・テレビ・音響器具 3 2 4 9
その他の通信機械 0 2 1 3
電子計算機 2 4 11 17
その他の電子応用装置 7 1 16 24
電子・通信用部品 3 14 21 38
その他の電気機械 4 1 1 6
36 39 77 152
化　　学 無機化学等 3 1 2 6
有機化学 16 12 19 47
化学繊維 4 1 0 5
油脂加工・石鹸等 1 1 0 2
医薬品 11 2 11 24
その他の化学製品 4 4 6 14
石油・石炭製品 1 0 2 3
化学機械装置 7 11 7 25
47 32 47 126
金　　属 鉄鋼 11 10 17 38
非鉄金属 5 5 7 17
金属製品 5 4 7 16
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そ の 他 農林水産業 3 1 6 10
鉱業 2 0 0 2
建設業 5 10 11 26
食料品・たばこ 6 4 6 16
繊維 2 0 0 2
外衣 0 0 0 0
その他の衣服・繊維製品 0 0 0 0
木材・木製品・家具等 0 0 0 0
パルプ・紙製品・印刷 0 0 0 0
ゴム製品 0 0 2 2
なめし革・同製品・毛皮 0 1 0 1
窯業 5 5 17 27
貴金属・装身具等 0 0 0 0
レジャー用品 0 0 0 0
プラスチック製品 1 1 2 4
他に分類されない製造業 3 0 0 3
その他の産業 3 0 5 8
30 22 49 101
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表－ 4  年代別にみた先端科学技術受賞件数 
 
 
電子計算機 5 5 15 25
半導体 2 5 12 19
医薬品 10 2 11 23
原子力 4 0 8 12
航空・宇宙 1 0 4 5
バイオテクノロジー 1 2 8 11
光ファイバー 0 1 4 5
ファインセラミックス 1 2 11 14
レーザー 1 0 4 5
ロボット 1 0 6 7
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輸送用機械 30 7.2 航空機 86,317 16.5 0.4
鉄道車両
その他の輸送用機械
精密機械 27 6.5 精密工業製品 13,231 2.5 2.6
117 28.2 小　　　　　　　計 143,572 27.4 1.0
民生用電気機械・電球・
照明器具
























































無機化学等 32 7.7 化学肥料、無機・ 29,808 5.7 1.4
有機化学 有機化学製品
化学繊維 1 0.2 化学繊維 4,236 0.8 0.3
油脂加工・石鹸等 1 0.2 油脂・塗料 5,854 1.1 0.2
医薬品 13 3.1 医薬品 36,421 7.0 0.4
その他の化学製品 10 2.4 その他の化学工業製品 25,397 4.9 0.5
石油・石炭製品 2 0.5 石油製品 3,845 0.7 0.7
化学機械装置 17 4.1 化学機械装置 4,892 0.9 1.6
76 18.2 110,444 21.1 0.9
鉄鋼 24 5.8 鉄　鋼 17,694 3.4 1.7
非鉄金属 12 2.9 非鉄金属 7,758 1.5 1.9
金属製品 11 2.7 金属製品 6,919 1.3 2.1
47 11.4 32,371 6.2 1.8
農林水産業 6 1.4 農林・水産品 1,375 0.3 4.7
鉱業 0 0 鉱業製品 1,140 0.2 0
建設業 21 5.1 建築・土木 12,004 2.3 2.2
食料品・たばこ 9 2.2 食料品 8,936 1.7 1.3
繊維 0
外衣 0 0 繊　維 2,175 0.4 0
その他の衣服・繊維製品 0
パルプ・紙製品・印刷 0 0 パルプ・紙 2,834 0.5 0
出版・印刷 1,327 0.3 0
ゴム製品 2 0.5 ゴム製品 7,145 1.4 0.4









63 15.2 63,245 12.1 1.3
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輸送用機械 30 7.2 輸送用機械工業 15,886 9.2 0.8
精密機械 27 6.5 精密機械工業 6,620 3.8 1.7





























































有機化学 33 7.9 13,346 7.7 1.0
化学繊維
油脂加工・石鹸等 1 0.2 油脂・塗料工業 5,048 2.9 0.1
医薬品 13 3.1 医薬品工業 8,746 5.1 0.6
その他の化学製品 10 2.4 その他の化学工業 4,758 2.8 0.9
石油・石炭製品 2 0.5 石油製品・石炭製品工業 1,374 0.8 0.6
化学機械装置 17 4.1 化学機械装置 1,512 0.9 4.6
76 18.2 34,784 20.2 0.9
鉄鋼 24 5.8 鉄鋼業 4,419 2.6 2.2
非鉄金属 12 2.9 非鉄金属工業 2,621 1.5 1.9
金属製品 11 2.7 金属製品工業 3,992 2.3 1.2
47 11.4 11,032 6.4 1.8
農林水産業 6 1.4 農林水産品業 403 0.2 7.0
鉱業 0 0 鉱　業 629 0.4 0.0
建設業 21 5.1 建設業 4,669 2.7 1.9
食料品・たばこ 9 2.2 食品工業 6,008 3.5 0.6
繊維
外衣 0 0 繊維工業 2,902 1.7 0
その他の衣服・繊維製品
パルプ・紙製品・印刷 0 0 パルプ・紙工業 1,447 0.8 0
出版・印刷業 604 0.4 0
ゴム製品 2 0.5 ゴム製品工業 2,712 1.6 0.3




レジャー用品 3 0.7 その他の工業 5,718 3.3 0.2
プラスチック製品
他に分類されない製造業
その他の産業 3 0.7 運輸・通信・公益業 3,948 2.3 0.3
63 15.2 33,421 19.4 0.8























































参  考 
 -77- 
































表 B  技術分類と日本標準産業分類の対応 
 
コード 技 術 分 類
０１ 全 産 業
A 農　業
０２ 農 林 水 産 業 B 林　業
C 漁　業
０３ 鉱 業 D 鉱　業
09 総合工事業
０４ 建 設 業 10 職別工事業（設備工事を除く）
11 設備工事業

























１３ 衣 服 ・ 繊 維 製 品
１４ 外 衣 151 外衣製造業（和式を除く）
152 シャツ・下着製造業（和式を除く）
153 帽子製造業










コード 技 術 分 類
１６ 木 材 ・ 木 製 品 ・ 家 具 等 16 木材・木製品製造業（家具を除く）
17 家具・装備品製造業
１７ パ ル プ ・ 紙 製 品 ・ 印 刷 18 パルプ・紙・紙加工品製造業
19 出版・印刷・同関連産業
２０ 化 学 製 品
２１ 無 機 化 学 製 品 201 化学肥料製造業
202 無機化学工業製品製造業
２２ 有 機 化 学 203 有機化学工業製品製造業
２３ 化 学 繊 維 204 化学繊維製造業
２４ 油 脂 加 工 ・ 石 け ん 等 205 油脂加工製品・石けん・合成洗剤・
界面活性剤・塗料製造業

















３１ ゴ ム 製 品 23 ゴム製品製造業











































４０ 一 般 機 械 器 具




４３ 金 属 加 工 機 械 294 金属加工機械製造業
４４ 繊 維 機 械 295 繊維機械製造業
４５ 特 殊 産 業 用 機 械 296 特殊産業用機械製造業










動 力 機 械
農業・建設・鉱山用機械







コード 技 術 分 類
４９ 化 学 機 械 装 置 2978 化学機械・同装置製造業
2976 工業窯炉製造業

















６０ 電 気 機 械 器 具










６６ そ の 他 の 通 信 機 械 3049 その他の通信機械器具・同関連機械器具
製造業
６７ 電 子 応 用 装 置
６８ 電 子 計 算 機 3051 電子計算機・同付属装置製造業
3061 X線装置製造業
６９ その他の電子応用装置 3062 ビデオ機器製造業
3069 その他の電子応用装置製造業





精       密       機       械
６４ 有 線 ・ 無 線 通 信 機 械
日　　本　　標　　準　　産　　業　　分　　類







コード 技 術 分 類
307 電気計測器製造業
309 その他の電気機械器具製造業
８０ そ の 他 の 製 品
341 貴金属製品製造業（宝石加工を含む）



























７１ そ の 他 の 電 気 機 械
レ ジ ャ ー 用 品８２
 -83- 













表 D  科学技術功労者顕彰要領 
















<4> 表 彰 
受賞者の表彰は、科学技術週間中の行事として、東京において、「科学技術功労者表彰式」を挙行して
行うものとする。 
 
